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「
安
倍
改
憲
阻
止
」
に
向
け
た
闘
い

地
域
や
職
場
で
の
平
和
運
動
を
強
化
す
る

1
0月
５
日
、
高
知
県
早
明

浦
ダ
ム
湖
畔
で
辺
野
古
新
基

地
建
設
反
対
、
高
江
ヘ
リ
パ
ッ

ド
の
即
時
撤
退
や
オ
ス
プ
レ

イ
の
国
内
配
備
反
対
な
ど
を

求
め
、
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
平
和

フ
ォ
ー
ラ
ム
主
催
の
「
米
軍

機
墜
落
2
5周
年
・
超
低
空
飛

行
訓
練
中
止
を
求
め
る
四
国

集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

＿　　=-
嗅 会 に 参 加 し た力人０１

ｆ
）

Ｑ

‥
）

ら
Ｉ四国各地が

は
、
菅
も
り
み
県
議
、
山
岡

健
一
市
議
も
参
加
し
ま
し
た
。参加者全員で反基地の闘いを誓った

1
9
9
4
年
1
0月
1
4日
、

超
低
空
飛
行
訓
練
中
の
米
軍

空
母
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス

艦
搭
載
機
Ａ
１
６
Ｅ
イ
ン
ド

ル
ー
タ
ー
が
早
明
浦
ダ
ム
に

墜
落
し
、
乗
員
２
人
が
死
亡

す
る
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
６
月
に
は
嘉
手

納
基
地
所
属
の
F
1
5戦
闘
機

が
沖
縄
近
海
に
墜
落
、
Ｈ
月

に
は
米
海
軍
F
A
1
8が
北
大

東
島
の
近
海
で
墜
落
、
今
年

４
月
に
は
F
3
5戦
闘
機
が
青

森
沖
に
墜
落
す
る
な
ど
、
事

故
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
事
故
に
対
し
、

日
本
に
は
日
米
地
位
協
定
の

関
係
か
ら
米
軍
機
事
故
の
調

査
権
も
な
く
、
基
地
へ
の
立

ち
入
り
権
も
な
い
た
め
、
十

分
な
原
因
究
明
も
行
わ
れ
な

い
ま
ま
飛
行
が
再
開
さ
れ
、

日
本
政
府
も
そ
れ
を
容
認
し

て
い
ま
す
。

沖
縄
の
辺
野
古
新
基
地
建

設
に
対
す
る
沖
縄
県
民
投
票

で
は
投
票
数
の
７
割
強
の
県

民
が
反
対
の
意
思
を
表
明
し

て
い
ま
す
。
国
政
選
挙
、
県

知
事
選
挙
で
も
工
事
反
対
の

民
意
を
示
し
続
け
て
い
ま
す

が
、
政
府
は
土
砂
投
入
、
工

事
の
強
行
を
続
け
て
い
ま
す
。

一
墜

落
2
5
周

斥

l
～
ｊ

ｌ
　
　
　
　
　

「
１
１
１
１
Ｍ
'

‐
～

１
卜

安倍政権の暴走を批判する石川稔幹事長

安
倍
政
権
は
、
ト
ラ
ン
プ

米
国
大
統
領
に
追
従
し
「
日

米
同
盟
の
抑
止
力
・
対
処
力

を
向
上
さ
せ
、
日
本
の
防
衛

お
よ
び
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

の
安
定
に
資
す
る
」
と
配
備

の
必
要
性
を
強
調
す
る
ば
か

り
で
、
国
民
の
不
安
の
声
に

応
え
よ
う
と
し
て
い
ま
せ
ん
。て暦 した

Ｊ
－

騏剱 朗Eを釧 に追い込むことを

集
会
ア
ピ
ー
ル
で
は
、
全

国
で
の
米
軍
機
の
低
空
飛
行

訓
練
の
即
時
中
止
と
オ
ス
プ

レ
イ
の
国
内
配
備
反
対
、
辺

野
古
新

基

地
建

設
反

対

。

「
戦
争
法
」
廃
止
、
「
安
倍

改
憲
阻
止
」
の
闘
い
に
全
力

を
挙
げ
、
各
地
域
や
職
場
で

の
運
動
を
強
化
し
て
い
く
こ

と
を
参
加
者
全
員
で
確
認
し

ま
し
た
。

く続に面裏

愛
媛
か
ら
は
、
大
原
英
記

さ
ん
が
議
長
を
務
め
、
社
民

党
を
代
表
し
て
、
社
民
党
愛

媛
県
連
合
の
石
川
稔
幹
事
長

が
挨
拶
を
行
い
、
愛
媛
の
社

会
民
主
党
地
方
議
員
団
か
ら
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分
か
り
や
す
い
憲
法
の
お
話

1
0月
６
日
、

「
檻

の
中

の

ラ
イ
オ
ン
」
1
1
1大
三
島
と
い

う

タ
イ
ト

ル
で
、
今

治
市

井

口
で
菅
も
り
み

県
議

が
主

催

す

る

「
ひ
ろ
し
ま
市

民
法
律

事
務
所
」
の
握
（
は
ん
ど
う
）

大

樹
弁
護
士

に
よ

る
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
ラ
イ
オ
ン
」
を
権
力
者
、大 三 島 のTENZO ＆ 典 座 に て 開 催

「
ラ
イ
オ
ン
を
入
れ
る
檻
」

を
憲
法
、
「
檻
を
作
る
人
」

を
国
民
に
例
え
な
が
ら
国
民

と
人
権
と
の
関
係
、
基
本
的

人
権
の
尊
重
、
三
権
分
立
な

ど
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く

お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

人形も活用しながら講演する楳大樹さん

握
弁
護
士
、
「
人
権
」
に

つ
い
て
「
人
は
憲
法
で
保
障

さ
れ
る
以
前
か
ら
生
ま
れ
な

が
ら
に
し
て
当
然
に
国
民
に

与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
こ
と
が
日
本
国
憲
法
に
記

さ
れ
て
い
る
」
と
講
演
し
。

「
国
民
主
権
の
も
と
、
国
民

が
み
ん
な
で
檻
を
作
り
、
権

力
者
で
あ
る
ラ
イ
オ
ン
を
檻

に
入
れ
て
権
力
を
抑
え
る
」
。

「
ど
の
ラ
イ
オ
ン
を
檻
に
入

れ
る
か
も
、
国
民
が
選
挙
で

決
め
る
」
こ
と
に
つ
い
て
も
、

「
人
形
」
を
使
い
な
が
ら
わ

か
り
易
く
説
明
し
ま
し
た
。
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行
の
免

除
及

び

Ｑ
こ

と
。

悍
の

定

め
る
そ
の

地
の

外

交

叉

）
公
使

を
接

受

す
る
・
７
ら

｀
を
譲
り
凛
し
、
又
は

皇
室

が
『

若
し

く
は
脇
与
す
る
こ

と
は

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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平

等

で

あ

っ

’

いて

ほ
、
正

義

と

一
国

際
平

和

国

権
の

発

一

鵜
力

に
よ

る

使

は
。
国

際

私
居 ）

Ｊ
段

と
し
て

は
、
永

久

に
こ

れ

ｔ
す

る
た

め
。

陸

海

空

軍

そ
の

柵

も

伴

は

な

’

有
し

又

は

将

そ

の

効

力

を

右

ｙ
こ

五

条
　

公

｀

ぴ
一
一
れ

を

罷

皐

民

固

有

の

権

釧

２
　

す

べ
て

公

Ｗ

仕

者

で

あ

つ

ヴ

は

な

ＩＵ
。
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員

の

膚

年

者

に

よ

る

魯

の蝕 のお話でも雛 しけ向も４
Ｊ

子はんさ迫
坏

反
で
あ
る
」
と
の
批
判
が
多

い
と
紹
介
し
ま
し
た
。

国
民
が
権
力
者
を
「
檻
」
に

自
民
党
改
憲
草
案
で
は
、

生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
与
え

ら
れ
て
い
る
人
権
（
天
武
人

権
）
が
否
定
さ
れ
、
「
国
家
」

に
よ
っ
て
国
民
に
人
権
が
与

え
ら
れ
る
な
ど
、
権
力
者
に

都
合
の
い
い
憲
法
改
悪

が
行

わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

衆
議
院
で
は
、
改
憲
勢
力

が
既
に
３
分
の
２
以
上
を
占

め
、
ブ
レ
ー
キ
が
緩
み
、
国

会
で
し
っ
か
り
と
し
た
議
論

が
な
い
ま
ま
、
憲
法
改
悪
が

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

日
本
が
憲
法
改
悪
の
岐
路

に
立
だ
さ
れ
て
い
る
事
態
にふ

’
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１
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島で
Ｌ
二

万一
心

対
し
て
握

弁
護

士
は
、
権

力

者

を
法
で
縛

り
、
国

民
の
権

利

を
守

る
こ

と
で
、
安
心
し

て
言

い
た

い
こ

と

が
言
え

る

「
表
現
の
自
由
」
を
紹
介
し
、

「
み
ん
な

が
、

権
力
者

で
あ

る
ラ
イ
オ
ン
に
関
心
を
持
ち
、

檻

（
憲
法
）

の
仕
組
み

を
学地元大三島で主催した菅もりみ県議

ぶ
こ
と
で
、
「
檻
を
壊
さ
な

い
ラ
イ
オ
ン
」
を
選
挙
で
選

ぶ
な
ど
、
不
断
の
努
力
が
必

要
で
あ
り
、
今
講
演
会
に
参

加
し
て
い
な
い
人
に
も
、
ぜ

ひ
広
げ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
、
政
治
に
関
心
を
持
つ
こ

と
の
大
切
さ
を
参
加
者
に
訴

え
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
憲
法
下
で
保

障
さ
れ
て
い
る
国
民
の
権
利

が
、
安
倍
政
権
に
よ
る
改
憲

に
よ
っ
て
変
質
し
、
憲
法
9
6

条
の
改
憲
を
「
檻
が
硬
す
ぎ

る
か
ら
柔
ら
か
く
し
て
欲
し

い
」
と
い
う
ラ
イ
オ
ン
に
例

え
な
が
ら
説
き
ま
し
た
。

2
0
1
3
年
に
成
立
し
た

特
定
秘
密
保
護
法
に
よ
り
、

ラ
イ
オ
ン
が
檻
に
カ
ー
テ
ン

を
つ
け
、
2
0
1
5
年
に
は

安
保
法
制
の
成
立
に
よ
り
檻

を
破
壊
す
る
な
ど
、
権
力
者

に
よ
る
憲
法
違
反
が
実
際
起

き
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、

弁
護
士
会
か
ら
も
「
憲
法
違
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